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臨床系分野一教員の指導する大学院生の筆頭論文の変遷

プログラム構築の背景

1994~2000 2001~2008

＝基礎･臨床融合型教育の有用性＝



歯科医学における基礎･臨床融合型
ボーダレス教育研究拠点の形成

疾患遺伝子
実験センター

機器分析
センター

アイソトープ
総合センター

知的財産本部

技術支援

国際化支援

コースワーク

発生･再構築学コース
(Developmental Biology,
Reconstruction)

健康科学コース
(Oral Health, Education)

口腔化学コース
(Oral Biochemistry, 
Mucosal Biology, Diseases)

組織材料工学コース
(Biomaterials, Bioimaging)

医歯学総合研究科（歯科系）に新たなコースワークを構築する。各分野に所属する大学院
指導教員は、４つのコースのいずれかに所属し、担当する博士課程の学生に対し、コース
に所属する複数の教員(基礎＋臨床)とともに、基礎･臨床融合型ボーダレス教育を行う。

生命倫理
研究センター

外国人教員による
実践英会話授業

Technical and 
Scientific Writing

留学生センター

講義支援



小児歯科
矯正
解剖
分子発生
硬組織再生

口腔病理
構造生物
口腔外科
分子免疫
病態生化
口腔放射線腫瘍
口腔放射線
歯科薬理
歯髄生物
分子情報
う触
神経・生理
分子細胞機能
口腔細菌

麻酔
教育開発
疼痛制御
高齢者歯科
障害者歯科
行動科学
歯科教育システム
健康推進
スポーツ歯学
医療経済
歯周病

冠橋義歯
部分床義歯
全部床義歯
顎顔面補綴
先端材料
インプラント

発生･再構築学コース 健康科学コース

口腔化学コース 組織材料工学コース

医歯学総合研究科所属大学院教員（●）は分野に所属するとともに、各コースに所属し、
博士課程の学生に対し、複数の教員による基礎･臨床融合型ボーダレス教育を行う。

医学・歯学領域における教員の独立性の確保

生体材料工学研究所

医歯学総合研究科
（医科系） 難治疾患研究所保健衛生学研究科

外部研究指導委託大学･研究所

教員個人によるコース選択

秘密保持契約

生命情報科学
教育部



複数副指導教員
の決定

各コースへの教員の配置

臨床分野所属学生

大学院入学 分野における臨床教育 4年間の臨床教育
分野開設授業

外国人教員による実践英会話授業

主指導教員の決定

コース開設授業

1年次 2年次 3年次 ・ 4年次

初期研究研修プログラム 自動的

研究計画書のブラッシュ
アップ

学生と複数指導教員の
研究打ち合わせ

随時、6ヶ月毎 研究終了時

コース内発表会
(defense)

Technical and 
Scientific Writing

学位申請論文の作成

複数分野の授業の統合と実質化

学位申請

学位審査は
指導教員を除く知的財産・医療倫理関連授業

共
通
科
目

所属コースの決定

テーマ決定
研究計画書の立案

コースワークにおける
ボーダレス教育

教員集会・FDによる徹底周知

プログラムタイムテーブル

コース授業（各コース2、複合5程度）の開設



１．分野教育とコースワークでの教育により、臨床系分野学生が研究活動を
通じて科学的根拠に基づいた医療を実践できる臨床歯科医の育成が
可能となる。

２．臨床分野教員を指導体制に加えることにより、基礎系分野学生が
臨床指向型研究分野で世界をリードする研究者の育成が可能となる。

３．分野間研究の連携が円滑になる（科研費の研究分担者としての適正な経費配

分）。
４．学外研究委託学生に対し、責任を持った教育研究が可能となる。
５．臨床系教員の負担減と臨床教育の充実。
６．若手教員の教育研究の独立意識が高まる。

７．デンタルサイエンスに対する基礎･臨床分野における共通認識が深ま
る。

① 研究計画立案時における学生の自主性、指導教員選択の自由の保障
② 研究計画案にのっとった目標設定
③ 教員のレベルにより生じる指導の不公平さの軽減
④ defenseシステム導入による対外的評価のアップ
⑤ 教員・学生間に生じる個人的問題の解消

本プログラム実施による期待される効果



ネットワークを用いた全国歯科系大学院との連携

本学大学院全研究科への導入

2008 基礎･臨床融合型ボーダレス教育研究プログラムの開始

2010
日本歯科医学教育学会での紹介

大学ホームページでの紹介
大学院学生募集要項への記載

2012

内部･外部評価委員による評価に基づく改善

2013 歯科系大学院教育システムの国際標準化

本プログラムの展開



歯学における研究者養成エリートプラン（１）

• 先端歯学国際ネットワーク（国公私立）

1. サマースクール

2. 国際シンポジウム

2008 Anglo-Japanese Symposium: Network for International 
Education and Research in Advanced Dental Sciences

2009 USA-Japanese Symposium: Network for International 
Education and Research in Advanced Dental Sciences

• 口腔からQOL向上を目指す国立大学間研究連携

シンポジウム（再生工学、咀嚼・嚥下機構、口腔環境：制御）





基礎研究の推進 (Bench project)
第
１
期
中
期
目
標
期

間

第
2
期
中
期
目
標
期
間

国際研究機関との連携

基幹校：新潟大学
連絡・調整・取りまとめ

口腔環境
制御研究

連絡校

再生工学研究

連絡校

咀嚼・嚥下
機構研究

連絡校

連携校 連携校 連携校 連携校 連携校 連携校

ｽｰﾊﾟｰｽﾁｭｰﾃﾞﾝﾄの
認定・育成

ﾈｯﾄﾜｰｸの充実

ﾈｯﾄﾜｰｸｽｸｰﾙの
開催

研究集会の開催

ﾎﾟｽﾄﾞｸの採用・海外派
遣

大学院生の発掘・重点的
育成

競争的環境の醸成

歯学研究連携

応用研究の推進 (Bed side project)
・口腔疾患と全身との関わりの

解明と新規治療法の開発
・分子標的をめざすゲノミクス

創薬

・脳血管障害患者の嚥下指導
法の確立

・味覚障害者の治療法の確立

・骨破壊疾患への人工骨再生・
増生法の開発

・新規バイオマテリアルの口腔
内応用

・人工粘膜の口腔内応用
国際シンポジウムの開催

最終評価

国際研究機関との連携

国際シンポジウムの開催
中間評価

口腔からQOL向上を目指す国立大学間研究連携 (H20~25）

大型機器の
効率的活用

口腔機能再建によるQOL向上



優秀な
人材発掘・

育成

アジア諸国歯科大学・歯学部

タスクフォース
インテリジェントハブ国立大学法人

歯学部
公立歯科大学
私立歯科大学

歯学部

日本-アジア歯学教育･
研究ネットワ－クの新機軸

北米・欧州
先進歯学部
研究機関

課題解決型
オープンイノベーション

イノベーション
スパイラル

デンタルサイエンスの
課題の抽出・共有・解決

先端歯科医学国際ネットワーク

歯科医学教育研究のオープンイノベーション

先端歯科医療医療現場のニーズ



• 口腔医科学フロンティア

シンポジウム： 若手研究者のリクルートを目的

• G-COE （歯と骨の分子疾患科学の国際教育拠点

デント・メドミクスのインテリジェンスハブ）

国際学会・外国人研究者招聘・短期留学

歯学における研究者養成エリートプラン（２）



硬組織

事業推進担当者 (２２ 分野)

硬組織疾患分子医科学

歯と骨の疾患分子の統合研究
（デントメドミクス）

診断治療法の基盤研究への発展

G-COEの目的

国際 Ｐ Ｉ シャペロン教員

特別選抜大学院生
アドバンスト・Ｉ・スーパー

スチューデント、ＡＩSS

Super Tooth

Super Bone

世界への発信
研究・教育の最先端拠点を確立

天然骨の強度と吸収への耐性を超える

歯と骨のＧ・ＣＯＥの目標

酸・塩基に強く、歯垢もつかず
天然の歯の強度と破壊耐性を超える

再生を超える
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